（４）橋津海食崖の植物

　海食崖の植物は、多年草が主で、中に常緑低木、落葉低木、二年草も含まれている。

　海岸に面した山地は岩石面や急斜面となっている。母岩が露出している断崖では、海水のしぶきによる塩害、直射日光と風による乾燥で水分が欠乏するなど厳しい立地条件に適応した植物が群落を形成している。このような自然環境では、樹高は１メートルから３メートルで、この中にはほふく型低木林のマサキやトベラなどが見られる。


　更に岩が風化した岩片や土砂がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たいせき),堆積)しているところでは、ツワブキ、オニヤブソテツ、タイトゴメなどのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふうしようち),風衝地)がみられる。

風衝植物
　羽合町で見られる貴重な断崖風衝植生種は、表２０のとおりである。

氷河時代の植物
　オオエゾデンダは、氷河時代に南下し、現在では東北地方や北海道に退いて残在する植物で、県内では橋津だけに生育する。


　マルバシヤリンバイは、暖地系の海岸植物で分布上、この地方は北限と考えられる常緑低木である。

トウテイラン
　トウテイランは、隠岐ノ島と橋津海岸に隔離分布している貴重な多年草である。
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